
全校保護者・学校運営協議会委員　合計54人　（回収率96%)

(%)
項　　目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

1
学校の教育目標「地域社会で主体的に生活する力
を育てる」や指導方針の内容に共感できる。

72 20 2 0 6

2
学校は、児童生徒一人一人のよさや可能性を伸ば
せるような工夫をしている。

69 26 0 0 6

3
学校は、保護者（地域の方）がいろいろなことを相談
しやすい雰囲気である。

65 28 4 0 4

4
学校は、「学校評価」をホームページ掲載や紙面配
布等を通じて保護者（地域の方）に伝えている。

56 33 4 0 7

5
学校は、児童生徒の様子などについて、保護者へ
の連絡や意思疎通を積極的に行なっている。

76 17 4 0 4

6
学校の先生と児童生徒あるいは保護者との懇談が
十分に実施されている。

72 20 2 0 6

7
学校の雰囲気がよく、先生は、礼儀正しく、親切で
親しみがもてる。

78 19 2 0 2

8
学校の先生は、児童生徒に愛情をもって接してい
る。

83 11 2 0 4
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9
学校の先生は、児童生徒たちの教育に熱心に取り
組んでいる。

81 15 0 0 4

10
学校の授業には、体験的な活動が取り入れられ、
児童生徒は意欲的に取り組んでいる。

76 19 0 0 6

11
学校の授業は、児童生徒一人一人に合った教材・
教具が準備されている。

76 19 0 0 6

12 学校では、体罰の防止に努めている。 70 11 4 0 15

13
学校では、いじめや差別を許さず、厳しく対応してい
る。

70 13 4 0 13

14
保護者や関係諸機関の意見が個別の教育支援計
画に反映されている。

70 22 2 0 6

15
学校は、医療機関や学校医・リハビリ機関と連携を
図って児童生徒の健康管理に気を配っている。

67 17 6 0 11

16
学校は、児童生徒の安全に気を配り、緊急時の対
応がしっかりしている。

70 24 2 0 4

17
学校は、地域の方々との交流活動を適切に計画
し、実施内容や方法を工夫している。

72 24 0 0 4

18
学校は、児童生徒の将来を見据えて、必要な知識・
技能・態度を育んでいる。

74 20 2 0 4

19
学校は、児童生徒の個人情報保護やプライバシー
に配慮している。

85 11 2 0 2

20
学校は、学級費等の学校預り金を、適切に運営して
いる。

78 13 2 0 7

21
学校は、進路に関する連絡や情報提供を児童生徒
や保護者に向けて適切に行なっている。

76 19 2 0 4

22
学校は、生活の中で必要な買い物や金銭の取り扱
いについて実態に応じた指導を行なっている。

74 20 0 0 6
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【結果の解析】
・全般としては、８割以上がABの評価となっている。当校の規模で１割は４～５人であり、年毎に数
名の保護者の意向が割合に反映される。評価の割合だけでなく、少数の意見に対して敏感に対応し
ていく必要がある。
・「１２　体罰」に関する項目については、Cの評価があったことを重く受け止める必要がある。具体的
に事実の報告があった場合は、速やかに対応する。また、体罰は絶対に認めない姿勢を年度当初
のPTA総会等で説明する機会を設ける。
・「１５　医療機関との連携」については、訓練や日常的に医療的な配慮が必要でない児童生徒の保
護者にとっては、具体的な連携がイメージしにくく、現在行っている学校医や理学療法士との連携に
ついて説明を行う必要がある。
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